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マンガ事情｣ であった｡ 第 1部ヨーロッパ, 第 2

















でなく 『SHONEN JUMP』 『Shojo Beat』 とい
うマンガ雑誌を売るために, 啓蒙活動としてティー
ンエージャー向けファッション雑誌にマンガにな
じんでもらうためにマンガを連載したり, 世界各
国で日本のマンガスタイルで描くマンガ家を育成
したりと, さまざまな策略をしているという｡ そ
んな現状が語られた｡
東アジアは, 日本のマンガがけっこう昔から伝
わっていた地域であり, 海賊版やバッシングの問
題などについて, たとえば中国で正規版を出すた
めに国の新聞出版総署というところに申請しても
理由もわからず断られてしまう苦労など, 興味深
い話が聞けた｡
このシンポジウムでは, アメリカで日本マンガ
を出版している会社である TOKYOPOPから,
参加者に一人一冊ずつマンガが配られた｡ 筆者は
CLAMPの翻訳をいただいた｡
なお, 小学校の跡地を利用して最近オープンし
た京都国際マンガミュージアムは, 日本マンガ学
会の事務局が置かれ, 企画展示だけでなく, マン
ガが大量に保存・展示されており, 珍しいマンガ
や懐かしいマンガを手にとって読むことができる｡
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